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小冊子 Vol.152 のご案内 

主題:『戦後 80 年のアメリカと日本』 

副題： 
＊戦後 80年の歴史に終止符を打つアメリカ  
＊トランプと習近平の米中冷戦：子供と大人の喧嘩  
＊第三次世界大戦と新しい世界秩序：習近平の腹の内  
＊アメリカがイギリスになる時：ドルがローカル通貨になる時  
＊日本は「待てば海路の日和かな」：何もしない最善の戦略  
＊日本人は恵まれた民族  

  

小冊子 Vol.152の本題と副題は上記の通りであります。  
国際協調からアメリカ利益中心主義のトランプの MAGA（Make America Great Again）政策はトラン
プの発想ではない。  
MAGA にならざるを得ないアメリカがトランプをピエロに選んだというのが本当のところ。  
アメリカが変化する為には資本主義の原理である Scrap and build（成長と発展の為には破壊しなくて
はならない）に従わなくてはならない。  
トランプは大統領命令を乱発し、そろばん勘定でプラスにならない機関、例えば日本のジャイカのように

世界の貧困撲滅や医療などに貢献して来た USAID（国際開発庁）を突如廃止、世界各地に覇権さ
れている職員に即刻帰国命令、食料もなく病気のまま放置された貧困国の恵まれない国民に悲劇が

起きている。  
長年統計の仕事に携わり労働省の統計局長になったマッケンターファー女史は、発表した 7月の雇用
統計の数字がトランプにとって好ましくないという理由で即刻解雇。  
こうしたトランプの行為には政策指針の一貫性が無く、その場その場の都合で決まる場合が多い。   
アメリカ歴代の大統領の中でこれほど非常識、無教養で破壊的な人物はいなかった。   
今までの常識や法の支配の原則からするとトランプは「ぶっ壊し屋」で「無法者」である。   
しかし戦後から 80 年間続いてきたアメリカが変わらなくてはならなくなったとするなら Mr. Scrap のトラ
ンプを時代が求めているのかも知れない。  
アメリカのことはアメリカになって見なくてはわからない。  
日本や欧州の目線で見るアメリカは最早古いアメリカなのだろう。  
日夜騒ぎ立て続けるトランプをアメリカ新時代のピエロとして観れば、トランプが醸し出す不透明さの雲が

晴れるかも知れない。  
知らない間にアメリカが変わり、日本にその影響が及ぶ。  
  
何時ものことですが、誰も考えない、誰も言わないお話を分かり易く書くつもりです。   
時代遅れになりたくない方は是非ご購読下さい。 

時事評論家 増田俊男 
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